










抄録

　低身長に対する成長ホルモン(GH)の開始、および終了時期に関して未だ一定の見解が得

られていない。現在は成長速度や身長増加予備力(growth potential)がどの程度残ってい

るかが治療を継続するかどうかの実際的な指針となっている。また治療終了時期は社会・

財政環境が許す範囲のなかで、基礎疾患や患者個人の事情によって異なっている。治療を

終了したことによる結果についても考慮する必要がある。GH 分泌不全症(GHD)では思春期

発達段階が内分泌学的に正常な場合とはその発現過程が異なっており、正常な身長を獲得

しても GH に依存した性腺や骨形態・機能はその成熟が遅延していることが多い。GH が持

つ生物学的役割は日々その全貌が明らかにされているところだが、GH 治療を終了するか

どうかは従来の方法にとらわれることなく、そのような役割を十分に認識して決定されね

ばならない。


